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〈概 要 〉

○ 社会 の成熟化 は,児 童の 日常生活 と生産活動の場 との距離を広げ,し か も社会 的事

象 を複雑で多様 な ものに して いる。 そ こで,こ れか らの社会科学習で は,児 童の生活

と社会 的事象 とのかかわ りにっいて考慮 し,児 童 の社会的 な見方や考え方を育て るた

あの教材 の開発 や学 習活動 の工 夫を進 あ る必要 があ る。

○ 月2回 の学校週5日 制の実施 において は,児 童の学校外で の生活 の時間が増大す る

たあ学 校外での体 験の質 と量の差は ます ます増 大す る。そのたあ,こ れか らの社会科

学習では児童が共通 に学習で きる問題を設定 し,児 童が相互に啓発 しあ う授 業への改

善を図 る必要があ る。 そこで教師が評価 と支援の工夫を努め,児 童の社会 的な見方 や

考え方を深 めるとと もに,互 いに学 び合 う授業づ くりを 目指 した。

○ 研究の推進 に当たって は,全 体研究主題を設定 し,そ れを受けて四つの分科会 がそ

れぞれ研究主題 と仮説を立て,先 行研究 に学びなが らも主に授業実践 を通 して仮説 の

検証を行 い,主 題 に迫 るよ うに努め た。
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懸 鞭 一人が泊 分たち碗 域社会のよさに気付「τた錺 巌 雛 輪 あ在り方と

評価 ・支援の工夫

1研 究主題設定の理由

本主題設定の理 由の一つ 目は,今 日の社会科教育の課題か らであ る。学習指導 要領 の第3

学年の 目標では,「 地域社会 の成 員 と して の 自覚を育て る」 「地域 社会を大切 にす る態度 を

育て る」 「地域 社会の社会 的事象の特色 を考え るよ うにす る」 とされてい るが,何 を もって,

これ らの 目標 に迫 るかの手 だてを考え ることが重要であ る。 そこで,第3学 年 分科会では,

児童 が 自分 た ちの地域 社会 のよ さに気付 くよ うに工夫 すれば,こ こで示 されて いるよ うな

「自覚」や 「態 度J,「 考 える力」が,育 つので はないか と考えた。っま り,児 童は 自分 た

ちの地域 社会 のよ さに気付 くことによ って,自 分 たちの地域社会を好 きにな る。 地域 社会を

好 きになれば,「 地域 のたあに 自分は何が で きるか 」とい う自覚,「 地域 を大切 に してい こ

う」 とい う態度,土 地の使われ方や地域 の移 り変 わ りの様子か ら自分た ちの地域 の特色を考

える力が育 ってい くと考えたか らで ある。

二 っ 目の理 由は,児 童の実態か らであ る。第3学 年 の児童は,生 活の場で ある自分 たちの

地域社会 にっ いて の理解が十分で はない。そ こで,ρ 地 域の社会 的事象 と自分 とのかかわ り

に気付 いた とき」,「社会的事象 に主体 的に働 きか けた とき」に,お のず と 「自分 たちの地域

社会 のよさ」に気付 いて い くのではないか と考え た。つま り,地 域社 会が 自分や 自分 たちの

生活 と密接 に関係 して いる ことに着 目 した ときに,児 童は 「自分 たちの地域社会の よさに気

付 く」ので はないか とと らえ たか らであ る。地域 と自分 とのかかわ りに気付 くことは,今 後,

地域社会で生活す る児童 にと って 「生 きてはた らく学 力」 となる と考え る。 さ らに,第3学

年の 児童 は,一 般 に非常 に活動 的で あるとい う実態を生 か し,自 分の体全体を使 った活動を

学習 の中に組み入れ る ことが大切で ある。 「体験的な学 習」は,生 活科での学習活動を土台

として いるばか りで な く,地 域社会 と自分 とのかかわ りを児童が容易 に感 じとるた めに も効

果的で ある と考え た。

三 つ目の理 由は,こ れ までの 中学年分科会の研究員の研究の成果か らで ある。 「地域社会

の よさ」の発見 にっ なが る体験的 な学習の分析を参考 に した うえで,「 地域社会の よさに気

付 くための体験的な学習」の在 り方を考え,「 体験的な学習 」にお ける評価 ・支援の在 り方

の研究を試み ることに した。っ まり,今 年 度は各単元で の 「体験的 な学習 」におけ る 「評価

・支援」 に しぼ って研 究す ることによ って
,「 地域社会 のよさ」 に迫 ろ うと考えたのであ る。

以上の ような理 由か ら本研 究主題を設定 した。

II研 究のね らい

児童一人一人が 自分たちの地域社会のよさに気付 くたあの体験的 な学習 と評価 ・支援の在

り方を明 らかにす る。

皿 研究の仮説

具体的な物 や人 とかかわ ることので きる学習活動の在 り方を工夫 し,児 童一人一人の思 い

や考えを大切 にす る評価 ・支 援を行 うことによ って,児 童 は地域社会の よさに気付 くことが

で きる。
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IV研 究の内容

1研 究構想図の説明

本研究で は,児 童の思考 は下図の ように,学 習過程が進 むにつれて下か ら上へ と らせん状

に上が ってい き,や がて,目 標 と してい る 「地域社 会の よさに気付 く」ことがで きると とら

えて いる。

児童の思考の流れを考えてみ ると,ま ず,児 童は新 たな社会 的事象 に出会 うと 「素朴 な疑

問」 を もつ。 そ して,「 事実がわか る」 「人 々の工 夫 ・努力や願 いを知 るJと い う学習 を何

度 も繰 り返 して い く中で,「 自分 とのかかわ り」を次第に強 く意識 し,考 えを広 げた り深 め

た りして い く。 このよ うな学習過程を進 めることによ り,「 地域社会 のよ さに気付 く」段 階

に到達す る と考え た。 さ らに,そ の上で児童 は地域社会に対 して 自分 の願 いや思 いを もつよ

うにな ることを期待 して いる。

こうした児童の学習過程 を支 え るのが,「 体験的 な学習」 と 「評価 ・支援」であ ると考え

た。 「体験 的な学習 」は,各 単元 ごとに地域社会の よさに気付 くためには どのよ うな活動 が

適切 であ るかを分析 して設定す る。 「評価 ・支援 」は,こ れ も各単元 ごとに地域社 会のよ さ

に気付 くことに関連 した 「気付 き項 目」を設定 して評価 し,そ の評価を基に児童一 人一 人に

応 じた支援 を行 ってい く。 そ して,常 に評価 と支援の一体化を図 ってい こうと考えてい る。

構想図 に対応す るよ うに左右 に掲 げた 「学習過程 」と 「児童の姿」は,一 般 的 に考え られ

る児童の思考を想定 した ものであ る。 ただ し,児 童 の思考 は常 に一定の筋道で展開す る もの

で はな く,発 達段階,教 材の内容等の さまざまな条件 によ り変化す る ものであ るか ら,学 習

過程 は柔軟 な考え方で対処 してい くことが必要であ る。
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2地 域社 会のよ さと体験 的な学習のっなが り

それぞれの地域 には,施 設,地 形,交 通,消 費生 活,生 産活動 などの点で特色が見 られ る。

また,地 域で生活 して いる人 々は,こ の特色を生 か しなが ら生活の向上や住みやす い環境づ

くりを 目指 して,常 に工夫や努力を してい る。地域 で見 られ るこれ らの特色や,特 色を生か

した生活 を営んで いる人 々の姿を,地 域社会のよ さととらえ ることがで きる。

この地域社会の よさに気付 くたあには,「 社会 的事象がわか る」 「地域の人 々の工夫 ・努

力や願 いを知 る」学習が大切であ る。 この学習 を進 ある過程で,児 童が地域 の社会的事象 と

自分の生活 とのかかわ りを強 く意識 した ときに,「 地域社会の よさ」 に気付 くことがで きる

と考え た。

そ こで本分科会で は,地 域の社会 的事象 と自分 とのかかわ りを強 く意識 で きる手 だて と し

て体験的 な学習を研究の中心に据 えた。 児童が実際 に見た り,触 れた りす る体 験的な学習 は,

社会的事象 と自分の生活 とのかかわ りの発見 につなが り,や がて,地 域社会 で生活 を営ん で

いる人 に対す る共感的な理 解 と存在す る施設や ものへの愛着を生み,地 域社会 のよさに気 付

くと考え られ たか らであ る。

それぞれの単元 ごとに気付かせたい地域社会の よさを明確に した もの と,そ の単元で それ

ぞれの地域社会の よさの発見に特 に有 効で あると想定 され る体験的な学習 を結 び付 けた もの

が,下 記の図であ る。

〈地域社会の よさと,よ さの発見 につなが る体験的な学習の具体例 〉

(第1単 元 「すみよい町に」)

○気付かせたい地域社会 のよ さ ○ 体験的な学習
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3実 践例 第3単 元 「商店 がい とわた したちの くらし」

本単元で は,気 付かせたい地 域社会のよ さを以下の よ うに考えた。そ して これ らに気付 くこ

とがで きるよ うにす るたあ に四つの体験的な学 習を取 り入れ実践 した。それぞれの体験的な学

習で,主 と して地域社会の よさの どの点に気付かせたいの か とい う目的を明確 に して実践 した。

気

付

か

せ

た

い

地

域

社

会

の

よ

さ

① ス ーパ ーマ ー ケ ッ トや 小 売 店,コ ン ビニ エ ンス ス トア な ど種 類 の 違 う

店 が あ り,目 的 に合 わ せ て 店 を 選 ぶ こ とが で き る。

② 身 近 な場 所 で,生 活 に必 要 な 物 を ほ とん ど手 に入 れ る こ とが で き る。

③ 地 域 の 人 々 と顔 な じみ の 店 が あ り,安 心 して 買 い物 が で きる。

④ 品 質 や 値 段 を 比 べ なが ら買 い物 が で き る。

⑤ 豊 富 な品 ぞ ろえ,安 売 り,夏 祭 り ・歳 末 セ ー ル な ど店 の 人達 の工 夫 や

努 力 が あ り,買 い物 を楽 しむ こ とが で き る。

⑥ 自分 た ち の地 域 は,店 を通 じて よ その 地 域 と もっ な が りが あ る。

↓

〈体 験1>買 い物調べ

児童は,家 の人が 日常 よ く利 用す る

店 や購入す る品物,購 入の仕方 な ど自

分の家の買い物傾 向をっかむ ことがで

きた。そ して,そ れを友達同士 で比べ

てみ ることによ り類似点や相違 点を見

つけ ることがで き,な ぜだろ うとい う

疑問や調べてみよ うとい う追 究意欲を

もっ ことがで きた。

気付かせた い地域社会の よさ ①②⑥

<体 験3>ス ーパ ーや 商 店 街 の 探 検

ほ とん どの 家 庭 が 利 用 して い る ス ー

パ ー は,児 童 に と って 自分 との か かわ

りが 強 く,熱 心 に探 検 して た くさん の

こ とを発 見す る こ とが で きた。 と くに

店 の人 か ら工 夫 や努 力 に か か わ る話 を

直 接 聞 く こ とに よ って 感 じた驚 き や喜

び は大 きか った。

ま た,商 店 街 の 探 検 で は商 店 会 の組

織 や 「金 ・土 シール サ ー ビス 」 な ど店

の人 々 の協 力 や工 夫 にっ いて 知 る こ と

が で き,地 域 に あ る い ろ い ろ な店 に対

す る認 識 を深 あて い く こ とが で き た。

気付かせ たい地域社会の よさ ⑤⑥

<体 験2>家 の人へのイ ンタビュー

この体験で,児 童 は,家 の人が店を選びな

が ら買 い物をす る理 由や品物を選ぶ ときに気

を付 けて いるこ となど買い物の工夫を とらえ

る ことがで きた。家の人の買 い物の工夫を強

く感 じ取 った児童 は 「お母 さん は買い物名人

だ」 と共感的理解 を示 した。調べて分か った

ことを発表 し合 うことで,地 域 にあ るいろい

ろな店 の特徴 にっいて も学ぶ ことがで きた。

気付 かせ たい地域社会の よさ ①②③④

<体 験4>買 い物体験

今 まで の学 習 を生 か し,実 際 に 自分 た ち

がサ ン ドウィ ッチを作 るたあの材料を買い に

行 った。地域にあ るスーパーや八百屋な どの

店 に直接かかわ りなが ら,品 質や値段 を比べ

て買 い物をす ることにより,地 域社会のよ さ

に気付 くことがで きたばか りでな く,「パ ンや

肉の専門店があ ると もっと便利 にな るのに な」

とい った思 いや願 いを もっ児童が見 られた。

学習の まとあ と しての家 の人への手紙 には,

この 買い物体験 によって実 感で きた店 のよ さ

やお母 さんの ように買い物 上手 にな りたい と

い う願望を書 く児童が多か った。

気付かせ たい地域社会のよ さi① ③④
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4評 価 ・支援の工夫

各単元 ごとに気付かせたい地域社会 のよさにつ いて項 目を明確 に し,そ れを実現 す るため

の体験的な学習を考 えた。 さらに,体 験 的な学習 を通 して児童 に気付かせたい項 目を設定 し,

ワークシー トな どで とらえ,支 援 の計画表 を活用 して評価 した。そ して,一 人一人の児童に

応 じた支援を してい くことを考 えた。具体 的な取 り組み と して は,次 のよ うな ものである。

(1)支 援の計画表 《商店 がい とわた したちの くらし》(地 域社会のよ さにっいてはp5を 参照)

★評 価 項 目 《自分の家や学級全体の買い物の傾向に気付 く》買い物調べ

地域社会
のよさ

店の種類 ・目的
に合った店選び

身近な場所で
品物が手に入る

他 地 域 と
っながりがある

評 価 ・ 支 援気付き
項目

児童名

目的に合わせて
利用する店が決
まっている

食料品や日用品
は近 くの商店や

商店街で買い物
を している

品物によって遠
くの商店や商店

街を利用 してい
る

A児 0 自分が利用する店にだけ注目しているので,
探検によって商店や商店街のよさに気付 く。

B児 0 O

i

近 くの商店や商店街はよく利用 している。他
地域 とのっなが りにも目を向けるようにする。

C児 0 00

1M商 店街

日頃よく買い物をしているので,学 級の買い
物の傾向について多面的にとらえている。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

(2)支 援の計画表を活用 した評価支援

買 い 物 調 べ イ ン タ ビ ュ ー 探 検 買 い 物

自分がよ く利用する店 家の人が目的に合わせ スーパーや商店街の探 買い物の計画や買い物の
にだけ注目していたの て店を選んでいること 検は自分なりにめあて 体験を通 して,目 的に合
で,友 達の表と比べな は分かったが,品 質を を もって取り組み,商 わせて買い物をしている

A児 がら他の商店や商店街 考えて買い物をしてい 店街 のよ さに気付 い ことが分かり,品 質を調

のよいところにも目を ることに気付いていな た。売る側の工夫や努 べることの大切さも理解

向け るように助言 し いので,上 手な買い物 力について も調べるよ することができ,上 手な
た 。 の学習で考えるように う に助 言 した。 買い物に対する意欲が高

した 。 ま っ た 。

日ごろから買い物をよ 家の人に聞いたことだ 店の人や買い物客への 買い物の前に店に行 って
く して い る ので,店 の けでな く,商 店や商店 イ ン タ ビ ュー を 意 欲 的 品物の価格を調べたり,
種類や場所,利 用す る 街のよさについて自分 に行い,地 域と自分と 広告を集めたりして,情

B児 理由などから気付いた なりの考えもくわ しく のかかわりについて認 報を収集 し,買 い物の時
ことを積極的に発表 し まとめていたので学級 識を深めていた。さら にはそれを生か して上手
た。意欲を大切にして 全体に紹介 し賞賛し に,追 究意欲を高ある な買い物ができるように
い きた い。 た 。 よ うに 促 した 。 努力 していた。
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V研 究の成果 と今 後の課題

1研 究の成果

0各 単元 ごとに 「地域社会のよ さ」を明確 に し,自 分 とのかかわ りを大切 に した体験 的な

学 習を設定 した ことで,一 人一人の児童は,地 域 に生活 して いる人や存在す る施設や物 に

愛着を感 じるようになって きた。 そ して,学 習 した ことを生 か して,地 域社会 に働 きか け

ようとす る態度が育 って きた。

○ 「気付 き項 目」 を設定 したことは,評 価の観点を明確に し,児 童一 人一 人に対 しての評

価を的確 にす るだ けで な く,実 態 に即 した支援を も可能 に した。そ して,児 童一人 一人が

地域社会 のよさに気付 いて い く経過 を把握す ることがで きた。

2今 後 の課題

○ 体 験的な学習 にっいて 「気付 き項 目」を作成 し,評 価 と支援の一体化を 目指 して研究を

進 めて きた。今後 は 「気付 き項 目」の内容の充実や更 によい活用方 法な どを考 えて,実 践

に生 かす とともに,他 の学 習活 動におけ る評価 と支援の在 り方 も研究 してい きたい。

○ 「地域社会のよ さ」に気付 くよ うにす るたあには,常 に,地 域の社会的事象 と自分 との

かかわ りを意識 させ ることが大切であ る。 そのたあに,地 域の実態を考慮 し,学 習過程 に

位置付 けた体験的な学習を考えてい きたい。

「 研欝 社会的な見方や考え方を自ら深めていくための藷 灘 綿 ⊇夫

1研 究主題設定の理 由

児童が 自 らの意思で学習のね らいに迫 り,問 題を解決 してい く中で,社 会 的な見方 や考え

方 を自 ら深 めて い く社会科の学習が求 あ られてい る。 しか し,今 日の社会 科学 習では意 欲を

もって主体 的に学習す る場面が必ず しも十分で はない。

そ こで本分科会で は,こ の課題 を踏 まえて 「調査 ・観察活動 」を重視 し,そ の在 り方 や有

効性 などを明 らかに してい くことに した。

本研究 の主題 設定 の理 由は以下 の通 りである。

第一 は,こ れまで の研 究員中学年 分科会 の研究 の経緯 を踏 まえた結果であ る。昨年度の研

究 集録 には 「～児童 の追究過程 には個人差が あ り,ひ とくくりにはで きない。今後 は児童一

人一人が 問題 解決,自 己実現 が図れ るよ う,複 線型 や選択型の追究過程を工夫 し,個 人差 に

応 じてい きたい」 とい う記述 があ る。個人差 に応 じた追究過程 として調査 ・観察活動 は最適

であ ると考え る。 各 々の児童 が問題 意識 に応 じて 問題解決 を図 って いけるか らで ある。

しか し,過 去 の調査 ・観察活動 の事 例を検討 した結果,こ れ まで行われて きた学習方法 に

は,次 のよ うな問題点 があ ることが明 らかにな った。
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・単元 ごとの調査 ・観察活動の回数が少な く,そ の ため社会的事象を実感的に とらえに くい。

・社会的事象 に対す る児童の問題意識が 弱いまま
,調 査 ・観察活 動を行 うことが多 い。

・学習問題が一人一人の児童に十 分に成立 して いな い。

例えば小単元 「ごみ と住 みよい くらし」の実践で は,学 習計画 の中に2回 の調査 ・観察活

動が予定 されていた。 この場 合,児 童 は1回 目の調査 ・観察活動 で様 々な もの を調べて こな

ければな らない。 あ る児童 は ごみ集積所の位置,収 集 日,分 別の 内容等,数 項 目を メモ して

きた。 しか し,そ の後の発言等を検討す ると,児 童 の中で それ らが十分 に定着で きて いると

は言い難 い ものが あ った。

また,あ る児童 は広範囲の ことを調べてい るうちに最初の問題意識が不明瞭 にな って しま

った。 その ため調べ た結果 も,社 会科 の学 習に,あ ま り意味のあ る内容 とは言えない ものに

な ったので ある。

っま り,上 記の よ うな問題点を解決 で きる調査 ・観察活動を明 らかに しない と,児 童 の社

会 的な見方や考え方が深ま ることは難 しい と考え たか らであ る。

第二の理 由は,活 動的な学習を好 む とい う4年 生児童の特性 を生かすたあであ る。 中学年

の児童 は何か に対 して疑問を持 った時,机 上で学習す るだけではな く,実 際 に見 る ・触れ る

などの感覚 に頼 りなが ら考えてい くことが多 い。例えば 「学校 内の消 火器の ある場所 には何

か秘密があ るのか」 とい う問題 を考え る時,児 童 はただ予想 をたてるだ けで はな く,す ぐに

も見 に行 こうとす る。 そ して,そ の場で いろいろ と観察を して,様 々な見方や考え方をす る

よ うにな る。っま り,自 らの問題意識 を基 に,実 際に行動で きる調査 ・観察活動 は児童の学

習への意欲を喚起 す る上 で,有 効 な学習方法であ ると考 えたか らで ある。

第三の理 由は,児 童一 人一人 に学 び方 ・調べ方 を習得 させ るたあで ある。前述 した ように

発達段階の上で最 も調査 ・観察活動 に意欲を示す と思われる時期 に,様 々な調べ方を体験 さ

せ ることで,児 童 は 自分 に適 した調査の手順を見っけ ることがで きる。例えば,あ る児童 は

電話 によ って調査先 に幾 つかの簡単な質問を し,次 にフ ァクシ ミリによって詳細 な質問を行

う。 これ らの調査 によ って得た大 まかな知識 を もとに現地調査を行 う。 このよ うな形 で調査

するのが最 も自分 に適 した方法 であ ると自覚 したとす る。す ると,そ の後,何 かの問題 に直

面 した時 に も,そ れ らの方法 を駆使 しなが ら,自 力で疑問を解決 して い くことがで きるよ う

になる。 この ことが,こ れか らの社会科学習 にとって大切 な ことで あると考え たか らで ある
。

以上の理 由によ り,第4学 年分科会で は標記の研究主題 を設定 した。

IIね らい

児童が社会 的な見方 や考え方を 自 ら深めてい くための,調 査 ・観察活動の在 り方を明 らか

にす る。

皿 研究 の仮説

社会 的な事象 に対 し,児 童が 自ら調査 ・観察活動 を繰 り返 し行え るよ うにす ることによ っ

て児童 は社会的 な見方や考え方 を深 め ることがで きる。
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IV研 究 の内容

1研 究の構造

調査 ・観察活動の意義 学習過程
　

1調 査 ・観察活動を繰 り返させる手だて

学習問題をつかむ調査 ・観察活動 「

0今 まで気付かなかった社会的事象

に着 目できる

○自分なりの学習問題をっかみ,解

決への見通 しをもっ ことができる

学習問題を追究す る調査 ・観察活動

a

興味関心をもち

問題に気付 く

与

学習問題を明確化

する

b

Lゴ 予想する

b

○自分で解決 した喜びを味わい,新 たな

意欲をもっことができる

○社会的事象に対する自分なりの考えを

深めることができる

○問題解決の方法を学ぶことができる

学習問題の追究

計画を立てる

⇔

b

幽

1 「華瀦 題を追究

する
i

調 査 ・ 観 察

b4b

i情報交換 ⇒ 新たな疑問

」

b

まとめる
一

資料の提示の工夫

◇意欲を高める資料の提示

◇資料提示の順序,時 期の工夫

◇わかりやすい資料の提示

◇児童が入手 した資料の活用

調査 ・観察の方法の工夫

◇"人"と のかかわりのある方法

・聞き取 り調査

(イ ンタビュー,電 話)・ 手紙

・話を聞 く機会を設ける
・ファクシ ミリ

◇社会的事象を直接,調 査 ・観察

できる方法

◇児童の発案を生かした調査 ・観

察の方法

情報交換の工夫

◇児童が調査 ・観察 した情報の整
理

・一覧表

◇調査結果の掲示や展示の工夫

・情報コーナー

◇時間的な場の工夫

・情報タイム ・CMタ イム
・報告会 ・発表会

育てたい児童像

・社会的事象に対 し,自 分なりの考えを もっことができる児童

・自ら社会的事象の意味を考えたり,調 べたりすることがで きる児童

2調 査 ・観 察 を くり返 させ る手 だ て

研 究 を 進 め る 中で 「資 料 の 提 示 の 工 夫 」,「 調 査 ・観 察 の方 法 の 工夫 」,「 情 報 交換 の

工 夫 」の 三 点 が 調 査 ・観 察 を 繰 り返 させ る手 だ て と して 有 効 で あ る こ とが,明 らか とな って

き た。 一 つ の 単 元 の 学 習 の 中で,こ の 三 っ の 工 夫 を 効 果 的 に組 み 合 わ せ 実 施 す る こ とで,児

童 は意 欲 的,自 主 的 に調 査 ・観 察 活 動 を繰 り返 し.社 会 的 な見 方 や 考 え 方 も深 あ て い った 。
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(1)資 料の提 示の工夫

資料 は,児 童の学習活動に対す る意欲や興味,関 心 を生 み出 し,調 査 ・観察の 内容 を も

決定付け るものであ る。

どのよ うな内容の資料を,い つ,ど んな形 で提 示すれば,児 童が学習問題を的確 にっか

み,調 査 ・観察を繰 り返 して問題を追究 していけ るか,実 際の授業 を通 し検証を進 あた。

(2)調 査 ・観 察の方法の工夫

実地調査,聞 き取 り調 査,文 献調査な ど様 々な調査 ・観察活動を実際 に体験 させ,そ の

方法を学 ばせてい くことは大切であ る。 しか し児童 の発達段階 に適 した方法で ない と,調

査 ・観察 は ごく表面的な内容 にとどま って しま う。

そ こで,様 々な方法 を体 験 させてい くことと同時 に,第4学 年の児童が 自 ら"調 べ たい"

"も う1度 調 べてみよ う"と 思え るよ うな調査 ・観察の方法を工夫 した。

(3)情 報交換 の工夫

調査 ・観察 を繰 り返 しなが ら学 習活動 を進 めて い くと,児 童の興味,関 心 は様 々に広が

り,学 習 の進 度 もまちまち とな る。

そ こで調査 ・観察活動を進めなが ら,分 か った ことや疑問点を集約 し,児 童の見方を し

だ いに学 習問題へ向けていか な くて はな らない。また,お 互 いに新 しい情報を得 た り,新

たな疑問を もった りす ることがで き,さ らに調 査 ・観察 を繰 り返す意欲を もて るよ うな,

時間や場所 の設定が必要であ ると考えた。

(4)児 童の作品 例 〔わた した ちの東京 ま とあ 〕
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3調 査 ・観察活動を繰 り返す ことがで きるよ うす る羊 だて の意義

lA資 料の提示の工夫

m① 意欲を高める資料の提示 →

m② 資料提示の順序 ・時期の工夫 →

A一 ③分か りやすい資料の提示

A一 ④児童が入手 した資料の活 用

→

→

B調 査 ・観察の方法の工夫

B一 ①"人"と の か か わ りの あ る方 法 →

(a)聞 き取 り調 査

(b)手 紙

(c)フ ァク シ ミ リ

(d)話 を 聞 く機 会 を 設 け る

B一 ② 社 会 的事 象 を 直 接観 察 で き る方 法 →

B一 ③ 児童の発案 を生 か した調査 ・観察→

の方法

C情 報 交換 の工 夫

C一 ① 児童 が調 査 ・観 察 した情 報 の整 理 →

・一 覧表

C一 ② 調 査 結 果 の 掲 示 や提 示 の 工 夫 →

・情 報 コー ナ ー

C一 ③ 時 間的 な場 の 工 夫 →

(a)情 報 タ イ ム

(b)CMタ イ ム

(c)報 告 会

(d)発 表 会

それ ぞれの手だての持つ意義

・児童の興味 ・関心を引 き付 け,社 会的事象

に着 目す る

・児童の問題解決意欲が持続 し,新 たな意欲

を もっよ うになる

・問題解決が容易 にな り,新 たな課題をっか

みやす くす る

・主体 的に学習 に参加す る満足感を味わえ る

・調 べ た い こ と につ いて 直 接 解答 が 得 られ ,

調 査 の 成 就 感 を 味 わ う こ とが で き る

・人 との っ なが りが で き る こ と によ り ,繰 り

返 し調 査 が しや す くな る

・興 味 ,関 心 を 強 く抱 き,多 くの情 報 を 直接

得 る ことが で き る

・自 らの 方 法 で 調 べ る こ と によ り,調 査 の成

就 感 を 味 わ う こ とが で き る

・社会的事象の特色や調 査の視点が 明 らかに

な り,更 に調べ る意欲を もつ

・情報交換を常時行 うことがで き,新 たな情

報を得て更 に発展的に調 べ る意欲 を もっ

・他の児童の調査内容 や方法 を知 り,新 たな

情報を得 た り自己評価 した りで きる

・調査内容 を短 時間で報告す る

・調査項 目や方法 にっ いて短時間で報告す る

・あ る程度追究が進んだ段階で報告す る

・ま とめの段階で発表す る
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4社 会 的 な見 方 や考 え 方 の 深 ま りの 例(※rA一 ① 』 等 の記 号 は11ペ ー ジ と対 応 して い る)

火事 をふせ ぐ

意欲を高あ る
A-O

資料の提示

【消火活動の写真4枚 を見

せた】

・電線 が燃えてい る。

b

・火事 で電線が燃 えて しま

った ら,他 の家 も困 るだ

ろ う。 そ うい う時 ど うす

るのか電力会社 に聞 いて

みよ う。

b

・そ うか.火 事の時 は消防

署だ けで な く,他 の機関

と連絡 を取 り合 ってい る

か ら,火 事の現場 には電

力会社の車 も来 るんだね

社会的事象をp

直接観察で きる方法

【地域 の消 防施 設を直接観

察す る】

・地域 もや っぱ り消火栓が

多か った。場所が分か る

よ うに標識 も大 きいね。

↓

・大体,同 じ位の間隔で消

火栓が配置 されていたよ

↓

・届かな い所へはホースを

継 ぎ足 して届 かせ るん だ

ね。 どこで火事 が起 こっ

て も大丈夫 なよ うに考え

て消 火栓 は配置 されて い

るん だね。

現代の開発

i

A4童 が入 手 した

資料の活用

【D児 が撮影 した恵比寿ガ 、
1

一 デ ンプ レイ スの 写 真 を

資料 と して 活 用 した 】 、
　

・いつ ,誰 が 作 った の か なl

b

【E児 が 調 査 に行 って得 た

資 料 を 全 員 に配 付 した】1

・東 京 都 や渋 谷 区 は 関係 し

て い るの か な。

b

【F児 が入 手 した 目黒 区 の1

資 料 を提 示 した】

・区 は地 域 の 人 の 考 え を 聞[

い て計 画 したの か な

わ た した ちの東京

"人"と か か わ り

o
の あ る方 法

【東 京 の各 地 域 に っ い て の

疑 問 を電 話 や フ ァ ク シ ミ

リを使 って 問 い合 わ せ た

・檜 原 村 は林 業 が さか ん と

書 いて あ った よ。

b

・林 業 って 何 だ ろ う。 行 っ

て 聞 いて み よ う。

↓

・山 に木 が た くさん あ った 。

その 木 を 使 って 材 木 を 作

るの だ とわ か った。

玉川上水を開 く

資料提示のA-O

順序 ・時期の工 夫

【玉川上水の概 要を掴 む資

料】

・玉川上水 はどんな工事 を

したのかな

↓[

【次の問題が掴 める資料】{
i

・玉 川 上 水 の 工 事 の 時
,赤[

土 に水が しみ込 まないよ

うにす るため にどんな工

夫 を したのか な。i

↓[

・土 つ ちな どを 使 って 工事i

ろ い ろ工 夫 を したん だ な1

{c一野 調査講 巌

【調 査結果 を一覧表 に整理

した】

を す る とは,昔 の人 は い

・台地 では夏 に トマ トを作

るけど島で は冬 に作 って

いる。

b

・なぜ作 る時期が違 うのか

b

・島では暖かい気候 を利 用

してい るんだな。

調査結果 の
CO

掲 示や展示の工夫

【調査結果 を情報 コーナー

に掲示 した

・A島 は台風の被害が凄 い

n

、・で もB島 で は台 風 の 雨 水

を 利 用 して い るん だ って
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V研 究の成果 と今後の課題

1研 究の成果

○ 興味や関心を抱かせ る資料を丁寧 に見せ ることによ り,児 童は社会 的事象 に着 目す るよ う

にな った。 また児童の意欲の持続の ため には資料提示の順 序,時 期 の工 夫が重要で あ った。

○ 調査 ・観察す る活動 は児童の社会的事象へのかかわ りを深あ るきっかけ とな った。 また電

話,手 紙,イ ンタ ビュー,フ ァク シ ミリなど"人"と の触れ合いが得 られ る通信手段 を,繰

り返 し利用す るなかで,人 々の苦労 や工夫 まで に も思いを もっ ことがで きるよ うにな った。

○ 児童 は互 いに調べ た ことを交換 し合 うことによ り,次 の調査への意欲を もっよ うにな った。

一人一人が調査 した情報 を一 覧表 にま とめ比較関連 させた ことにより,そ れぞれの特 徴をっ

かむ ことがで き,新 たな調査への視点が 明確 にな った。情報交換の場の工夫 は,一 人一人の

児童 の調査意欲 を高 め ることにな った。

○ 調査 ・観察活動 の繰 り返 しのなかで,児 童 は視点 を確か な もの に して いった。 そ して社会

的事象 か らその特色 や意味,っ なが り,理 由などを とらえて い くよ うにな った。

2今 後 の課 題

○ 調査 ・観察活動を繰 り返 し行 うたあに,見 通 しを持 った時 間の設定 と単元 に適 した方法 の

工夫が大切であ り,年 間指導計画の中で位置付けてい く必要が あ る。

○ 導入段階 と追究段階での それぞれのね らいにあ った調査 ・観察活動 の対象 と資料 の発掘 を

行 い,児 童の実態 に即 して改善を加えて いきたい。

研究主題 〈第5学 年分 科会 〉

児童一人一人が産業や国土の様子 にっ いて,自 分 なりの見方や考え方 を深めてい くたあ

の評価 と支援の工夫 「話 し合 い活動 」を通 して

1研 究主題 の設定 の理 由

5年 の社会科で は 日本 の国土全体 を視野 に置 きなが ら,産 業の特色や様子及 び産業 と生活

との関連 について学習 す る。産業 や国土 の学習で は児童 にとって耳慣れない用語や資料 など

が急に増 え ることもあ り,自 分の生 活 とのかかわ りとして とらえに くい傾向が ある。 また,

表現力が不足 し,友 達 と互いの意見をかわ しあ う場面が少な くな って いる との指摘 もある。

児童の生活で は会話 もせず に過 ごす場面が増え,社 会科 の学習 において も友達 とのかか わ り

を深め ることが大切だ と受 け止あてい る。

そこで,互 いの意見を 出 し合 いよさを学び合 うための 「話 し合い活動 」に焦点 をあて るこ

とに した。 「話 し合い活動」 は他の様 々な活動 と結び付いてお り,有 意義 な話 し合 いによ っ

て社会的事象 に対す る自分な りの見方や考え方 を深あてい くことがで きる と考 えたか らで あ

る。 また,自 分の思 いや考えを表現 し,友 達 とかかわ り合 うことで問題意識 が明確 にな り主

体的 に学習が進 め られ るよ うにな ると考え る。その際,教 師は効果的な話 し合い にな るよ う

に活動や形態を工夫 し,一 人一人の児童が 自分の考えを持て るよ うに支援 をす る必要があ る。

以上の ことか ら児童一人一人が社会的事象 に対す る自分な りの見方や考え方を深めてい く
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ためには,児 童 が友達 とかか わ りなが ら自分の よさや可能性を発揮 で きるよ うな 「話 し合い

活 動」を学習過程 に位置付 け,評 価 と支援 の工夫を図 ることが大切 であ ると考 え,本 研究主

題 を設定 した。

II研 究 のね らい

「話 し合 い活動 」を通 して,児 童一人一人の社会的事象 に対す る見方 や考 え方 を深 めて い

くための評価 と支援 を明 らかにす る。

皿 研究 の仮説

問題解決的 な学習過程の 中に 「話 し合 い活動 」を位置付け,一 人一人のよさを生 かす評価

と支援 を工夫す る ことによ って,児 童 は社会的事象 に対す る自分な りの見方 や考 え方 を深 め

て い くことがで きるよ うになる。

W

1

研究主題 につ いて

「話 し合 い活動 」につ いて

「話 し合 い活動 」は,児 童 の見方や考え方を深あ るたあの一っの有効 な学習活動で ある。

「話 し合 い活動 」の利点 をま とめる と次の よ うにな る。

○ 社会的事 象の多様 な側面 を知 ることがで き,事 象 にっ いての理解が多面的にな る。

○ 自分 とは異 な る見方 や考 え方を知 ることによ り,そ れ までの 自分の見方や考 え方を確認

した り,補 った り,修 正 した りす ることがで きる。

○ 友達 の考え に学 ぼ うとす る態度,友 達 を認 め受容 しようとす る態度を身に付 けてい くこ

とがで きる。

○ 自分の考えを明確 に もち,そ れ を相手 に伝え られ るよ うに工夫す る ことがで きる。

○多様 な考え(情 報)の 中か ら,自 分 にとって必要な ものを選ぶ ことがで きるよ うになる

本 分 科 会 で は,先 ず 「話 し合 い活 動 」 と して,主 に 次 の よ うな活 動 を考 え た。

○ フ リー トーキ ング ○教え合 い ○情報交換 ○発 表会 ○討論0報 告 ・検討会

そ して,こ の よ うな 「話 し合 い活 動 」 を,ね らい に 応 じて 「っか む ・追 究 す る ・ま とあ る」

と い う問 題 解 決 的 な 学 習過 程 に位 置 付 け る こ と によ って,児 童 の 見 方 や 考 え 方 を よ り深 あ て

い くこ とが で き る と考 え た 。

2「 一 人 一 人 の よ さを生 か す 評 価 と支援 」 の工 夫 に つ い て

本 分 科 会 で は,評 価 と支 援 の ね らい を 次 の 三点 と した。

(1)児童 が 問題 意識 ・追 究 意 欲 を よ り高 め られ るよ うにす る。

(2)児童 が 自分 や 友達 の考 え の よ さに 気 付 く こ とが で き る よ うにす る。

(3)児 童が 自分 の見 方 や考 え 方 の 深 ま りを 自覚 で きる よ うにす る。 一
そ して,上 記 のね らい を達 成 して い くた あ に,次 の よ うな工 夫 を した 。

ア.豊 か なっ ぶ や き を うむ 学 習材 の提 示 … … … 「話 し合 い活 動 」 は,社 会 的事 象 と出 会 った

児童 の っ ぶ や きが 契 機 と な って 始 ま る と考 え られ る。 児 童 か ら多 様 な っぶ や きが 出 るよ

うな学 習 材 を開 発 し,効 果 的 に提 示 す る こ とが 必 要 で あ る と考 え た。

イ.多 様 な体 験 的 活 動 との 組 み合 わ せ 多 様 な 体 験 的活 動 と 「話 し合 い活 動 」 を っ な

げ る こ と に よ り,一 人 一 人 の 児 童 が 自分 な りの こだ わ りを も って,「 話 し合 い活 動 」 に

意 欲 的 に参 加 で き るよ う に した。
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ウ.多 様 な形 態 の 「話 し合 い活 動 」の 設 定 …… 隣 り同 士,小 グル ー プ,

ル ー プ な ど,多 様 な形 態 の 「話 し合 い活 動 」 を 設 定 した 。

工

オ.

カ.

学 級全体,課 題 別 グ

「振 り返 り シー ト」の 作 成 児 童 が ,自 分 の 学 習 を振 り返 り,見 方 や 考 え

方 の 深 ま りを 自覚 で き る よ うにす る と と もに,次 の学 習 へ の 見通 しや あ あ て を も った り

学 習 の しか た を 修 正 した りで き る よ う に,単 元 を通 して 記 入 す る 「振 り返 り シー ト」 を

作 成 した 。

情 報 交 換 コ ー ナー の 設 置 「教 え ま す,教 え て下 さ い コー ナ ー 」 を教 室

に設 け,児 童 同 士 の 双 方 向 の コ ミュニ ケー シ ョンが 日常 か ら行 われ る よ うに した。

発 問 ・助 言 計 画 の 作 成 予想 され る児 童 の反 応 を 踏 ま え た発 問 ・助 言

計 画 を 作 成 し,「 話 し合 い活 動 」 の 中 で教 師 の働 きか けが 速 やか に行 え る よ うに した。

3.研 究の方法

観 察対象児を選 び,「 話 し合い活動」及び単 元を通 しての 児童の社会的 な見方や考え方の

変容 を,児 童の発言 ・記述 内容,作 品な どを基 に分析す る。 そ しで,「 話 し合 い活動」 にお

け る児童の社会 的な見方 や考 え方 を深 あ るたあの評価 と支援の在 り方を明 らか にす る。

《研究構想図》

1

社会的事象に対す る自分な りの見方や考え方の深まり
2「 ・

h話 し 合 い 活 動}
Ili

評 価

;
1

・自分の生活にかか

わ る見方や考え方
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[
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した多面的な見方1

や考え方

・事実を基に した自

分なりの見方や考
え方

L

つ

カ

・自分の経験を基 に1

し墨塑 列

つ

フ

フ

⊃

⊃

)
-

や

考

え

方

の

深

ま

り

「彌 罐唇碁詞

「羅謙
匝劃

支 援

☆豊かなっぶやきを
生む学習材の提示

　　
「!・問題意識を分類・整1

}裂 あ灘 謄 鴛作[
ト ー 一一竺 上」
l

i「霧辮 ・
1

匠___.

社会的事象との出合い

廠
　 理 し

,明 確 化で きた

} か 。L

・自分の問題意識をも

つことができたか。

(調べたいこと)
・自分の経験を基にし

て,思 いや疑問をも
つことができたか

一

!☆畿 膓 蕎
iの 工夫

・体験+話 し合い

1・ 資料活用+話 し合n
い

1
・観察(見 る)+話

し合い

ii:薯灘 含ll
l☆ 多様な形態の 「話

ii是 合噛 の設

ll.隣 同士

ii・ 小 グル ー プ:

i・ 学 級 全体
・課 題 別 グル ー プ

・同 じ意 見 同士 の グ

・ ルー プ

Il

i
☆ 「振 り返 り シー

ト」の作成

1☆鰍 換。.ナー

の設置

☆発問 ・助言計画の
作成
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V仮 説 の検証r小 川の和紙作 り』の授業実践 よ り

時 主 な 学 習 活 動 ・ 内 容 話 し合い活動のね らい ・形態 話 し合い活動への支援

つ

か

む

1

①和紙を見て気 付いたことを書 き,発 表 し合
う。

②和紙に触れ,思 い思いの作業(切 ったり,濡
らした り,破 いたり等)を して気付いたこと

を書 き,発 表 し合 う。

③和紙についての疑問を書き,発 表 し合 う。

1① 一入一人のつぶやきをもとに驚 き ・発見 ・感
b動 を互いに知 るための話 し合い

②作業を通 しての驚 き ・発見 ・感動を互いに知

るための話 し合いb
〈小 グループ〉→〈全体 〉

臨 鼎 ・・た問題意識を一 知
⇒ 〈全体 〉

☆学習材の提示(和 紙)

提示方法 一人一人に和紙を

配 り自由に触れ させる。

☆ 作業+発 表

C和紙に触れる)(話 し合い)

☆形態の工夫

(グループ→ 全体)

2

①和紙作 りの工程の絵を見て,作 り方の順序を
予想 し並べる。

②VTRに より,和 紙作 りの工程 と原料につい
て知 る。

①和紙作りの工程を予想することにより,
⇒ 和紙作りへの意欲を高めるための話 し合い

く小 グループ〉

☆ 作業+フ リー

(工 程の 予想)ト ーキ ング

3 ①紙す き体験をする。1① 体験の中でうまくすけるような方法をさぐり
⇒ 出すたあの話 し合い

☆ 体験+教 え合い

(紙すき)

4

①紙す き体験の感想を発表 し合う。 ⇒①紙 すき体験を振り返 るたあの話 し合い

② 自分の和紙と友達の和紙 とを比べ互いの

よさを見つけて発表 し合う。

③小川の和紙職人の和紙 と自分の和紙 とを比べ

気づいたことを書 き,話 し合う。

④職人の和紙と自分の和紙 とを比べて出た疑問

を発表 し合い,学 習問題を作る。

⑤学習問題に対する予想を立て発表 し合う。 ⑤学習問題を明確に し.追 究の見通 しをもつ
⇒ ための話 し合い

く全体 〉

1

〈全体 〉

② 自分 と友達の和紙を比べ,和 紙を比べる視点
⇒ を明 らかにす るための話 し合い

くグループ〉→<全 体>

1③視点をもつて比べ,職 人の和紙のよさに
⇒ 気づ くための話 し合い

く隣同士 〉→〈全体〉

④学習問題につなげるたあの話 し合い

⇒ 〈全体 〉[

久保 さんはどうして上手に和紙を作ることができるのだろう。1

☆形態の工夫

全体→(グ ループ→全体)

(隣同士→全体)→ 全体→

☆ 作業+発 表 全体

(友達の和紙 と

自分の和紙の

比較)

☆ 作業+話 し合い
(職人の和紙と

自分の和紙の

比較)

☆体験(紙 す き)

作業(和燦 晶 言舌し合い

追

究

す

る

5

①学習問題をもとに学習計画を立てる。 ⇔①一人一人が追究の見通 しを もてるよ うに

②学習計画について話 し合い,計 画に修正を

加える。

するたあの話 し合い くグループ〉

②友達の良い点を取 り入れるための話 し合い
⇒ 〈グループ〉

☆教え合い

☆教え合い

ハ◎

・

7

①一人一人の計画に従 って追究をする。

②追究の途中で良 い調べ方や資料の活用法に
ついての ミニ発表会を行 う。

②友達の考えや追究方法の良い点を自分の考え
⇒ や追究方法に生か していくための話 し合い

くグループ〉→〈全体〉

☆資料の提示

(一人一人の問題意識に合 った

資料)

☆作品作 り+ミ ニ発表会

☆情報交換 コーナーの設置

8

①和紙工場を見学 し,和 紙作 りに携わる人の

様子を調べる。
☆体験的活動(見 学)

9

1

①見学や和紙作りの職人さんの話か ら,新 たに{① 発見 したこと,確 認 した こと.新 たな疑問

分かつたことを鰍 換しまとある・bto
lど 雪簾 騨 とめるための話し合い

☆ 作 品作 り+フ リー トーキ ング

ま

と

あ

・

発

展

10

①追究 した問題について発表する。

②友達の考えを聞いて新たに分かったことを

まとめる。

①学習 したことを基に して考え,友 達 との意見

交換 によって,さ らに考えを広げたり,確 か
⇒ な ものに したりするための話 し合い

〈グループ〉→〈全体 〉

☆作品+発 表会

11

①今までの学習を生か して,伝 統工業の今後
について検討する。

1

①和紙作りを例に,発 展的問題 について
⇒ 自分なりの見方や考え方を深めて行くための

話 し合い
く全体 〉

」

☆同 じ意 見同士のグループでの

作戦 タイム

☆討論会

4引 ・の和紙職人さんは・手す き和紙の生産を続けるべきである。i
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邑

」

A児 の 見 方 や 考 え 方 の 変 容 ◎ 評 価 ○ 支 援

1は じがギザギザ・がん じ・うそ う、`ましが茶色、離 紙みたいi

d

i

撫 義篇 難 鐸 発

鱗 量芝叢鷺 糠 轡姦驚
隊 鵬 齢 昊蕩購 踊 醤躍 シート)
1

鮒 鶴 犠 認 謝1レ 渤 舗 っき、、く、、

匿 労・念・・何・

[ぺ ・で書 くとに じむ。

b

友達 とかして く・つけてかわか韮 甦 塑 」

和紙についてのは じめの疑問

園 斗講 篠 作・か
歴 史

[昔の使われ方や歴史

ヒ

ほ旺 霧 す
る

ト

擁 灘 鯉 灘 耳課21全 部,人 の手では大変 禽騰騰 譲蹴 歌尉 律講離雛箭い
1

F

9饗轡 騨考聾雛鷲 方を箪恕 野 つたより簡 齢 劉 うようにすると穴が

1 目

l
l

i

ll 障 いていない ときの方が きれい1
11

灸麗 燧 掛 虜 麗 蟹 喬奮1'な物力沙ない・
…

1◎芒棒 輪 農 轟喫 和紙の評価が逆転

1・簿鵬 害雛 ∫・・苦労謹 昊懇 示占ふ
I

P懸 ξ翻 笥難 籐桝
1

◎難綜紮を選舘 こ鷲聾腔τ群

:灘 鰍 蠣総 筆"曇

1腱 。齪 を聞。て

ii

Ilぎ 嘱 融 な`チ・ま… る・か

i

lIl

巨 夫は何か?}
1

」

難解 鞭 撫 雛 暴泉コ

1
11

Il

難 耀 糠 鑓嘉「
鷺 前の問題

印

自 ◎雛躍 舅購翻 鰯 ゐ艦

轍巖繊 膿
の か。

1

譲謝 膿司 綴鰹
1

1

見学 メモよ り1 1 ◎脛 腔 磐 マ閣 窒行い・要点を簡潔にメモ

◎建 と糟 錨 紳 へ行き・資料収集を行・

◎膿 野 罐1こして謹 んで友達に情報を提

鮪 黎 鐸 鞭 醗 罫 しながら・本の形にま

1嚢韓嵩謡驚 饗
つ 。 麟蘇膿轍 哲徽鞭麟

主な追究内容 目 1 it

11200年 以上前の作 り方!が今 も残
っている・

ll購蔀 螺 纏灘:響ll織
搬 募姿騰嗣

橘 躁鶉㌶聾磐供
・雛 繊 継 癸して

…

砦撫 雛 葦禦繍 輝 染薯き
○和紙のできるまで ○いろいろQ&A

　 　 1
・・1雛 饗 響 講 雛 癩禦霧書窯 霧罰賀弾

葬筈 … だ・駐1丈 夫・長持 ・・ 堕 ・良 ・・i… あ・も・だか ・残す・・。 「

1

瞳 難 難 峯瓢購 套き・

騰 灘 難1轡ll
}
i

邸 勢 貯 ワープロ用の和紙があ ・た・ ・ろ・うな使 ・方を工夫 してい・ナぱい・と「

陶 講 鵬 ヱ愚欝 脅 ・・これからも独聯 品を開発・・.小・… 聯

謹 臨 魏 蟹 欝r}《 ・という意見・対してだけど 手すき和細 ・・手作り
一

」-

1私 は.aか ら伝え られて きt_a本i蠕 の和紙を未来に残 して轟 天 いで訂 玉__=二 二竺 」
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《A児 の 「振 り返 りシー ト」の記録 と発問 ・助言計画(例;第4時)》

振 り 返 り シ ー ト

★ ワ ー クシ ー トを もと に, 今 日の学習の 「ひとこと」を 書 きま し ょ う。

第10時 く友達 の作品 を見て 〉

第1時 く和紙 との出会い 〉 第8時 〈久保 さん に会 って 〉

「和紙の歴史 や紙 すきの事が,よ ぐコ

「和紙 って じょうぶだね」 くわ か った 」 「うれ しい事や悩みがわか った」

r ＼ ij 1 盲

第2時 く和紙作 りのVTRを 見て 〉 ＼ 第11時 くみんなで討論を して 〉
/

第7時 〈見学会 メモ を書いて 〉

「全部,人 の手で大変だな」 「昔独特の和紙を未来に残してお 「久保 さんの コツは,何 だろ う?」

きたいな。手すき和紙 しかで き

o
ない商品がた くさん 出て るか ら

少 しの注文で も作 っていって ほ
4

しい。 … … … や っぱ り,和 紙 作

第3時 くかみす き体験を して 〉 りは,続 け るべ きだ と思 う」 第6時 〈 もう一度VTRを 見 て 〉

「思 ったよ りうま くで きたよ」

r
「ひ み っ は,な み の高 さ だ!」

、 第4時 く久保 さんの和紙 と比べて 〉 ノ
「なんで,こ んなに上手 なの?」

発問 ・助言計画(例;第9時

発 問 予想 される児童 の反応 助 言 計 画

◇和紙 を作 ってみて,ど うだ ったか ○体験 に基 づいた具体的 な感想が出 るよう

感想 を発表 しま しょう。 に す る。

*手 作 りで和紙を作 るのは大変 だった。 ・どんな ところが大変 だったのか な?

*手 作 りで和紙を作るのは難 しい。 ・一 番苦 労 した の は,ど ん な と こ ろ?

・道 具 を 使 って再 現 して み ま しょ う。

*と て も うま く作 れ た。 ・セ ー ル ス ポ イ ン トは ど こで す か?

◇久保 さんの和紙作 りの秘密につい ○ これまでの学習が想起で きるように工夫

て 予 想 して み ま しょ う。 す る。

*す きすの振 り方が違 うので はないか。 ・自分が すいた時の こと(第3時)と 職

*い い道具を使 っているので はないか。 人の和紙作 りのVTR(第2時)を 思

*原 料の混 ぜ方が違 うので はないか。 い出 して比 べて見 ま しょう。

*心 の込め方 が違 うので はないか。 ・和紙作 りの工程を思 い出 して,秘 密を

予想 して見ま しょう。(写 真提示)

○友達の考 えを参考 に し,調 べて い くため

の視点 を持つ ことがで きるよ うにす る。

*予 想が立て られない。 ・○○ さんは こんな予想 を立てて,調 べ
*こ うい う予 想 で い い の か な。 てい くそ うです。(友 人 の意見紹介)

※ この 「振 り返 りシー ト」は,そ の時間の最 後に,自 分のワークシー トを見なが ら,今 日の

学習の 「ひ とこと」 と称 して,キ ー ワー ド的に書 いた もので ある。

第11時(ま とあ)を 見 ると,前 時に友達の作 品か ら,和 紙 の歴 史を知 ったことが,第11時

の 「……昔独特の和紙……」 と言 う言葉にいかされ ていることが分か る。 また,第1時 か ら
の毎時間の学習の積み重 ねが和紙作 りへのA児 の願 いと して まとめ られて いる。

A児 自身は,こ の 「振 り返 りシー ト」を書 くことによ り,自 分の和紙に対す る気持 ちの変

容を確かあつつ学 習を進 め ることができた。
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IV研 究の成果 と今後の課題

1研 究の成果

○ 「ちぎる,書 く,嗅 ぐ,折 る」 など学習材 との出会いを工 夫 し,和 紙 に触れ合 う時 間を

十分 に取 った ことは,一 人一人の豊か なっぶや きを生むのに効果的だ った。

○ 話 し合い活動 を紙 す き体験 と組み合わせた ことによ り,一 人一人が学習問題 につ なが る

自分の考 えを もて るよ うになっ た。 また,全 員が紙す きとい う共通体験 をす ることによ り

考 える視点 が共通 にな り,話 し合 い活動が充実 した。

○ 学習過 程に話 し合 い活動 のね らいを位 置付 けた ことにより,1時 間の中での話 し合い活

動 を焦 点化す ることがで きた。 また,ね らいに応 じた話 し合 いの形態 も工夫す ることがで

きて,話 し合い活動 の充実につなが った。

○ 振 り返 りシー トを活用 した ことは,一 人一人 の見方や考え方の変容を見取 るの に有効で

あ った。 また,シ ー トを分析す ることによ り,一 人一人 に応 じた支援を工夫す ることがで

きた。

2今 後の課題

○ 一人一人の見方や考え方を深め るために,単 元又 は一単位時間の中での効果的な話 し合

い活動の組み合わせを考え る。

○ 話 し合 い活動を通 した一人一人の思考の深 ま りをよ り丁寧 に見取 る方法 につ いて,振 り

返 りシー ト以外の方法 につ いて研究を進あ る。

研究主題 〈第6学 年分科会 〉

児童一人一人が,歴 史 的事象 に対す る自 らの問題を主体的に追究 し,自 分 な りの見方 や

考え方 を深 あてい くたあの評価 と支援 の工夫

1主 題設定 の理 由

児童一人 一人が,自 ら考え判 断 し行動 す ることがで きる能力を身 に付け ることは,こ れか

らの変化 の激 しい社会 を主体 的に生 きてい く上で重要 な ことであ る。 これ らの能力を身 に付

け ることがで きるよ うにす るためには,児 童一人一人が,自 分の中 に自分な りの ものの見方

や考え方 の基礎をっ くってい く必要が あ る。

そ こで,歴 史的な学習 において も,児 童一人一人が主体的 に学習 に取 り組 み,自 分な りの

歴史的な見方や考え方 を身に付け られ るよ うに,よ り一層の評価 と支援の工 夫が求あ られて

いる。

歴史的な学習の中で,児 童が,自 分 な りの歴史的 な見方や考え方がで きるよ うにな るため

には,自 分で立てた学習計 画を基 に,自 らの問題 を追究す る問題解決的な学 習が重要であ る。

そ して,更 に学習活動 の中で発揮 され る児童一人一人の思考や判断,表 現な どの状況を,教

師が共感的に評価 し,そ の評価に基づ いた適切 な支援 を工夫 して い くことで,児 童 は自分な

りの見方や考え方を,見 直 し,広 げ,よ り深 あて い くことがで きる と考え られ る。

以上 のよ うな理 由か ら,上 記 の研究主題 を設定 し研究 を進 あるこ とに した。
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II研 究のね らい

児童一人一人 が,歴 史的事象 に対す る自 らの問題を主体 的に追究 し,自 分な りの見方や考

え方 を深 めてい くための評価 と支援の在 り方について明 らか にす る。

皿 研究 の仮説

歴史 的な学習 にお けるね らいを明確 に し,評 価 の視点を設定す ることによ って,具 体 的な

支援が可能 とな り,児 童 は,歴 史的事 象に対す る自 らの問題を主体的に追究 し,自 分 な りの

見方や考え方を深めて い くことがで きる。

IV研 究の内容 と方法

1歴 史的な学習のね らい

第6学 年の社会 的思考力 ・判断力 にかかわ る目標 に,「 我が 国の歴史 にかかわ る社会的事

象の意味をよ り広 い視野 か ら考え るよ うにす る」 ことが示 されて いる。 この 目標 は,社 会的

事象(歴 史的事 象)の 意 味を考え る力 を育て ることを通 して,児 童一人一人が歴史的 な見方

や考え方を身に付 け られ るよ うにす ることを 目指 している。

歴史的な学 習では,児 童が,歴 史上の代表的な人物 や文 化遺産 を具体的 に学習す る過程で,

常 に変化や発展 を している歴史的事象を見た り,考 えた りして,歴 史的 な意味を と らえ られ

るよ うにな ることが重要で ある。っ まり,歴 史的な学習で育て たい歴史的な見方や考え方 は,

歴史 的事象 の 「変化 や発展」を認識す るための見方 や考え方であ る。 さらに,こ の学習で深

あた 「変化 や発展 」を認識す るたあの見方 や考え方 を,こ れか らの学 習や生活 に生 か し,絶

えず 自 ら深 あて い くことで,児 童 は,こ れか らの変化の激 しい社会に主体的に対応 して生 き

て い くこ とがで きるよ うにな ると考え られる。

本分科会で は,特 に社会的思考力 ・判断力 にかかわ る目標 に重点を置 き,歴 史的 な学習 の

ね らいを以上の ようにとらえた。そ して,こ のね らいに基づいて,評 価 と支援の在 り方 につ

いて考えて い くことに した。

2歴 史的 な学習を通 して育てたい児童の姿

本分科会では,歴 史的事 象にっいて 自分な りの見方 や考え方 を深め る ことがで きる児童を

次のよ うに とらえた。

① 歴史 的事象を前の時代 と比較 した り,関 連付 けたり して と らえ ることがで きる。

② 人物の果 た した役割をつかむ ことが で きる。

③ 時代の特色を,事 実 ・根拠に基づ きなが ら説明で きる。

④ 歴史的事象や,世 の中の情勢 などの変化を と らえ ることがで きる。

⑤ 歴史的事象の もっ意 味を自分 とのかかわ りで考え ることがで きる。i

⑥ 自分な りにその時代 のイメー ジを もつ ことがで きる。
り

i

3評 価 と支援 の工夫

児童が 自分 な りの見方や考え方を深 めてい くためには,教 師が,児 童の学 習状 況,見 方や

考 え方の変容の様子を継続的 にとらえ,そ の結果を基 に,適 切な支援 を繰 り返 し行 うことが

大切で ある。そ こで,本 分科会では,次 のよ うな評価 と支援 の工 夫を考え た。
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(1)評 価の視点 一 児童の学 習状況,見 方 や考え方の変容を見取 る視点 一

① どのよ うなイ メー ジを もって いるか。

② どのよ うな問題 を もてたか。

③ 歴 史的事象の特 色や変化 をどの よ うに表現 して いるか。

(2)評 価 の方法 一 児童 の学習状況,見 方や考え方の変容の見取 り方 一

ア 事前調 査の分析

イ 発言 やつぶ や きの分析

ウ 行動 ・表情 などの分析

エrふ りか え り』 カ ー ド(自 己評 価)の 分 析

オ 資 料 メニ ュー の活 用 の分 析

カ ワー ク シー トや作 品 な どの 分 析

〈分析の視点 〉

評 価 の 視 点 に対 して,下 のa～1ま で の よ うな 分 析
ア イ ウ 工 オ カ

の 視 点 を設 定 した。 ま た,評 価 の 方 法 との 関 連 は,マ 事前 発言 ・ 行動 振 り返 資料 メ ワ ー ク シ

つぶや ・表 りカ ー ニ ュ ー 一 トや 作

トリッ クスで 示 した よ うに考 え た 。 調査 き 情等 ド の活用 品等

○ 評価の視点①

aイ メ ー ジの 基 に な って い る もの は何 か 。 0 0 0

bイ メ ー ジの何 が,ど の よ うに変 わ った か。 O 0 0

○ 評価の視点②

cど ん な歴史的事象 に対 して驚 きや疑問を もったか。 0 0 0 0

d予 想の根拠 は何 か。 0 0 0

eど ん な学習計画を立てて いるか。 0 oio 0

○ 評価の視点③

fど ん な発 見 を した か 。 0 0 0

g何 と何 を 比 較 して い るか 。 0 0 0

h何 と何を関連付けて いるか。 O 0 O

iど ん な立 場 に立 って 考 え て い るか 。 00 O 0

j友 達 と何 にっ いて情報交換 したか。 00 0

k情 報 交 換 に よ って,自 分 の 考 え の 何 が 変 わ った か。 0 0

11ど ん な 根 拠 を 基 に 変 化 や 特 色 を 説 明 し て い る か 。1 0
i

0

(3)支 援 一 一人一人の児童の見方 や考え方 を深 ある支援 一

評価を生か しなが ら,児 童一人一人が,更 に見方や考え方を深 めて い くため に,ど のよ う

な支援を して いけばよいかにっいて の計 画を立て る。 そ して,学 習活動の中で,児 童一人一

人の追究活動 に応 じた適 切な支援 を行 う。 その際,学 習活動や学習内容 との関連を図 り,評

価 と支援 の一体 化を図るよ うにする。

〈支援の例 〉

① 資料の提示をす る。 ③ 情報交換 を促 した り,場 を設定 した りす る。

② 個 に応 じた助言 をす る。 ④ 共感的 に認 あ,励 ます。
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4実 践事例

(1)事 例1単 元名 大阪や江 戸の文化(7時 間扱 い)

「追究活動 にお いて,資 料 メニ ューを活用す る ことによ り,r児 童の 自分 な りの見方 や考

え方』を深めて いった事例」

① 本実践 にお ける観察対象児K児 の見方や考 え方の 変容

國

〔学習内容〕 〔評価の視点 と教師の支援〕 lK児 の反応と評価の方法㌦ 〔K児への支援と見方や考え方の見取 り〕

評 ・どの よ うな イメー ノを1

もって いるか。視 点①1→

支 ・自由 に記 入す るよ うに1

[ 促す。 支援②1

いろいろなものが発達した
時代。 方法アイ

↓

にぎわ いのあ る平和 な町,
また,商 業が 発達 してい る

町。 方法 イエ カ

支 「思 って いる ことを そのま ま書 きま
しょうc 一 支援②

塵 辮 讐と上ヒ較している.」

「

気

づ

く

第1時
江戸の町の様

子をまとめ,感
想や疑問をもつ

・↓

評 ・新たな イメー シを もつI

lこ とができたか撫 ②③ け
ト支 ・絵による資料の提示。1

支援①②③④:

_」

し
て
学

。

ら
い
の
る

暮

つ
通
作

の
に
共
を

時
人
子

,題

2
町
様

べ
問

第

の
調
習

↓

[

i支 「言葉を まとめて表 してみ よう。 」

i支 援①2)
i評 ・自分 なりのイ メージを もつ ことが

で きた。

分析の視点c, f
___」

一 』
ことができたか。

視点②③
支 ・第2の 資料の提示。 →

・具体物などでイメージ

を膨らませるようにする。、
支援①②③④1

↓

町人の仕事時 間を調 べる。
↓

商人の人 は朝 早 くか ら夜 ま 』
で働か されていて,食 事 も

ろ くに していな いとい うこ
とがわか った。方法 イエ カ

↓

支 ・町人の一日の生活時間を表 した資
料を提示する 支援①②

評 ・当時の人の立場に立 って考えてい
る。

分析の視点c,f,1

明

確

に

す

る

全体の学習問題 「江戸時代の文化にはどんなものがあり,
一

どのようにおこったか調べてみよう。.it

第3時
個別の学習問

題を作 り,予 想
をもつ。
学習計画を立

てる。

1

評 ・根拠を もって予想 して
いるか。1
・自分な りの予想を して1

支∵鰯 象。時灘翻
するように促す。

L_∴i

追

究

す

る

評 ・自分 な りの考 えを もっ1
ことが で きたか。
・まとめて考え る ことが

支で鹸 ダ閨鮒 腰 、}
よ うに促 す。 → ・
・声か けをす る

。i
「～は ど うして なの。」1

「あな たは どう思 う。J
・情報 交換の場を設 定す

る。 支援①②③ ④1

・ぐ個別の学 習問題 』

洋 学や俳句 はど うい う影響:

を与えたの か。 方法 力
よ予想V/

一う:洋 学 がで きて
,病 人 など も

治 る人が多 くな った.

文化 は人に安 らぎを与え る 、

方法オ カ資料
7点 を使用 す る計画 。

↓

江戸時 代の文 化はあ る人が'
一生懸 命努力を して

,そ れ
を きっかけに.一般 の人が感 、

心 し,そ れか ら大 勢の人が,

や るよ うにな り,文 化が お 、
こって きてい る。 また,文:

化は国民 にゆ とりを 与え,

助け たり して いる。

方法 イウエ オカ:

深

め

る

[・瓢 轟 臨 。.。。1
だろうか。」

i「 問題を解決するにはどんなことがわかればい
いのだろう。」支援①②

評 ・前の時代の文化の特徴と比較して
予想 している。室町文化と同じもの
と考えている。

幽 の視点 ・・d・e -」

第4・5・6時

個別の学 習問
題 を学習計 画に

したが って,資

料 メニ ューを活

用 して調べ ま と
ある。

1 ↓

　 ココ 　
1支 「分か.ったことを比べて考えてみよ!

1灘雛繍
iで きた。

i・輝鷺 ∵幣 、
L_'

い
え
戸
イ
め

行
考
江
の
と

を
の

■化
ま

会
り
め
文
を

時
表
な
と

の
ジ

7
発
分
ま
代

一

。

第

自
を
時
メ
る

評 ・自分なりの見方を して1

?季賀 、をも。、とが!

できたか。 視点①③i
支 ・発表会を設定する。

・自分なりの言葉でまと

めるよう促す。
支援②③④

江戸時代 の文化は,一 つ一:
つ個性的 なよ うな ものが多 ,
く,人 それ ぞれ考え る こと.
が違 うん だなと思 いま した。

→ 方法 イ ウエ カ

圧 ・ほかの人の考えたことと醗 の考
えを比べてみよう。」
「あなたはどう考えたのかな。1

支援②③④
評 ・自分の言葉で考えをまとめること
ができた。

ほ禦 謄 簾 劉 一ジを
#Frの#&fib.i・j・k・1

0 考 察

資料 メ ニ ューの 活 用 を 分 析 す る こ とで,学 習 計 画 を 立 て る段 階 に お いて,資 料 メニ ュ ー

こ とが で き,K児 の 予 想 の 根拠 や これ か らの 学 習 の 進 め 方 を 見

取 る こ とが で きた 。 また,,追 究 を進 あ て い くう

ち に,一 っ の 資 料 を や め,二 っ の 資 料 を追 加 した。 ニ ュ ーの 活 用 を 分

析 す る こ とで,こ れ らの こ とか ら,資 料 メニ ュ

か ら選んだ 資料を把握す る

一の活 用 は見方 や考 え方 の変容を見取 る上で有効で あ ったと考え る。
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(2)事 例2単 元 名 天 下 統 一(7時 間扱 い)

「歴 史 的人 物 の 業 績 を追 って い く中で,児 童 の ワー ク シー トや 発 言 ・つ ぶ や きを と らえ る

こ とに よ り,r自 分 な りの 見 方 や 考 え 方 』 を深 あ て い った事 例 」

① 本 実 践 に お け る観 察 対 象 児1児 の 第4時,第5時 にお け る見 方 や 考 え 方 の 変 容

全体 の学習 問題

3人 の武 将 それ ぞれ が 天 下 統 一 に ど うか か わ った か調 べ,

統 一 さ れ て い った の か ま とあ よ う。

どの ように天下

b

1児 の学習 問題

豊 臣秀吉が どのよ うに天下統 一を して い ったのかを調べてい く。

★第4時 キ リス ト教に対す る秀 吉の姿勢 につ いて調べ る。

〔1児 の学 習活動〕 〔秀吉の人物像 に対す る変化〕 〔1児 への支援 と 見方や考 え方の 見取 り〕

秀吉 とキ リス ト教 につ いて教科 書

を基に調べ る。

○宣教師 フラ ンシスコーザ ビエル1→

が,日 本 に初めてキ リス ト教 を

伝え た。

○キ リス ト教は全国 に広 ま った。1

気 配 りが良 く,頭 が良 か った。

秀 吉は良い 人。

(ワ ー クシー ト)

b

一
て いる。

→ 分析 の視点1評 価の方 法 力

支 ・秀吉 と外国 との交流 についての資料1

の提示 支援 ①

資料を読 む。1

0処 刑 されたキ リス ト教徒の碑が

長崎 にあ る。 一う　

○判 ・タンは,は りつけに され1

た。

El

「ひどい人だ な。 キ リシタンを は ←

りつ けにす るなんて。 」

(発言 ・つぶや き)

_一

評 ・これまで と違 う秀吉像に驚 いたと考

一え て い る。

分析 の 視 点f

l支 ・ 「そ うだ ね 。 ・

評価 の方 法 イ 幽

支援 ②④

↓ b

秀吉 とキ リス ト教につ いて新 しい

資料を基 に調 べ直す。

キ リス ト教 を禁止 し,バ テ レンを

追放 した。

→ 自分の思 いか ら外れて いる ものは

追放す る人。

(ワ ーク ノー ト)

←

評 ・キ リス ト教 について調べ直 して いるl
l

分析の視点f評 価の方法 力

支 ・ 「よ く調 べ た ね 。 支援 ④

☆ 第5時 信長 の キ リス ト教 政策 と比 較 して禁 教の 理 由を 考え る。

〔1児の学習活動〕 〔秀吉に対する人物像の変化〕

bb 一

L_一 三_______」

〔1児 へ の支援 と見方や考え 方の見取 り〕

「顯 　
護 した・i

O統 一の妨 げにな ると判断 して,

バテ レンを追 放 した。一
↓

自分の思 いに外 れてい るもの は追

放 する人。

(ワ ークシー ト)

一

→

←

評.キ,。,教 が認 。 、れ。い 。と。疑i

問 を もってい ると考え る。

分析 の視点c評 価の方法 力

支 ・信長につ いて調 べてい るグループと

交 流す るよ うに促 す。支援 ③

b

一23一



信長 を調べてい るグループ とキ リ

ス ト教 について話 し合 う。

C「 信長 は南蛮寺 を建 てたよ。」

C「 学校 も建てた よ。 」

crキ リス ト教の寺 は保護 され た

ん だ。」

1児 「秀吉は死刑 にまで した。」

↓

秀吉 は家 来だけ ど信長 とは違 う。

(発言 ・つぶ やき)

評 ・秀吉がキ リス ト教を禁止 した理 由に

ついて考えて いる。

分析 の視点j,k評 価の方法 イ,ウ

支 ・ 「キ リス ト教 について2人 の考 え方

は違 ったんだね。J

支援 ④

b

秀吉が 天下統一の ためにキ リス ト

教を禁止 してい った ことをま とあ る。

0自 分 のい うことを守 らないキ

リシタ ンをお さえ たか った。

0信 長 と同 じよ うに貿 易を契約

したので,キ リス ト教 の禁止は

まり徹底 できなか った。

灘 鷲瓢 馴:
(ワ ー ク ンー ト)

評 ・キ リス ト教を禁止 した秀吉の理 由に
つ いて気 付いて いる。

分析 の視点k評 価の方法 力

支 ・ 「キ リス ト教が大 きな力にな ること

を恐 れたんだね。」

支援 ④

② 考察

第3時 までの ワークシー トの分析 か ら第4時 で は,資 料提示や助 言を行 うことによ って,

1児 は,キ リス ト教を迫害 した事実 に驚 き,秀 吉の した ことに目を向け ることが で きた。

さ らに,第4時 の学習 カー ドを分析 する ことで情報交換の場を設定す ることが可能 とな っ

た。1児 は時代背景を知 り秀吉像を もっ ことがで きた。 この ことか ら学習 カー ドや発言の

様子 を分析す ることは児童の見方や考え方 を深 めて い くの に有効であ った。

V研 究 の成果 と課題

1研 究 の成果

○ 児童が,時 代 に対 して どんな イメー ジ(見 方や考え方)を もってい るか事 前調 査を行 う

ことによ って,「 どんな驚 きや疑問を もっているか 」 「何 と何を比 較 ・関連 してい るか」

など,よ り具体的 なイメージ(見 方や考え方)を 把握す ることがで きた。 これ らは,単 元

のね らいに迫 るた めに有効であ った。

○ 問題解決的な学習過程 に即 した一単位 時間 ごと,単 元 ごとの評価の視点 を設定 し,児 童

のrふ りかえ り』 カー ドや ワー クシー ト,発言,っ ぶや きか ら個 々の学 習状況 を分析 ・把握

す る。 これ らによ って,児 童 の見方 や考え方の変容がわか り,個 別 の支援 内容,方 法 を具

体化す ることがで き,児 童は 自らの学習問題を主体的に追究 しよ うとす る意欲が 高ま った。

○ 児童が 自 らの問題を もち,学 習計画 を立て た上で,自 分が調べた知識 や情報,歴 史 的事

象 に対す る見方 や考え方を交、流 し合 えるよ うな学習活動を取 り入れ た。 こうす る ことによ

って,児 童 は新 しい知識や情報,自 分 と異 なる見方や考え方に出会 い,時 代 に対 す るイメ

ー ジをふ くらませ,自 分な りの見方 や考え方を深あてい くことがで きた。 さらに,自 分や

友達の もっ よさを再発見す ることがで きた。

2今 後の課題

○ 歴史的事象 に対す る自分な りの見方や考え方の深 まり状況を評価 す るための視点 や,個

々の児童 に対す る支援 一覧表 を作成す るな ど支援内容,方 法 にっいて よ り明 らか にす る。

○ 自分な りの見方 や考 え方 をよ り深めてい く情報交換,相 互評価がで きるよ うな学習活動

を工夫 してい きたい。
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